
義務教育学校 黒島小中学校（黒島はまゆう学園） 令和４年５月１９日（木）文責：校長 松尾 信広 

   ～しまごころ～   

 

 

 

 ゴールデンウィークがあっという間に終わりました。子供たちは７連休の後の土日と、お休み続きで

したが、先週の様子を見る限り、特に大きな問題等なく、過ごすことができたようです。ご家庭でのご指

導に心より感謝申し上げます。 

 さて、新型コロナウイルス感染症については、予断を許さない状況が、現在も継続しています。５月１

３日（金）配付の文書「新型コロナウイルス感染症対策の徹底について（お知らせ）」の内容をご確認い

ただき、感染症対策の徹底について、引き続きご協力をお願いします。 

 ５月１１日（水）～５月１３日（金）の３日間、７，８年生は、世知原少年自然の家で「野外宿泊活動」

を実施しました。天気予報では、ずっと傘マークが出ており、十分な活動ができないのでは・・・と心配

していましたが、いざ始まってみれば、最終日を除き、雨は降ることなく、予定していた活動をすべて行

うことができました。教室では味わうことのできない体験をとおして、多くの学びがあった３日間になり

ました。ご協力ありがとうございました。 

（活動の様子は、学校ホームページでご覧いただけます。） 

 

 

飯盒炊爨（1日目） 

沢のぼり（２日目） 
海洋体験（２日目） 

海洋体験（２日目） 
九十九島水族館（３日目） 

相浦港待合室（３日目） 

～校長室でひとり思う～ 

あまり知られていませんが、今年の１０月に、ニュージーランドで、ラグビーワールドカップの女子大会が開催され、日本代表（サ

クラフィフティーン）も出場します。そのサクラフィフティーンですが、ワールドカップの腕試しにと、先日オーストラリア代表

とテストマッチを行いました。その試合で、何と世界ランク１２位の日本が、世界ランク５位の強豪オーストラリアに、２点差で

勝利を収めたのです。（男女通じて初）その試合を配信で見ました。体格では圧倒的に劣る日本ですので、後半攻められっぱなしと

なりました。しかし、誇り高き桜の戦士たちは、逃げることなくタックルして大きな相手を倒し続け、２点差を守り切りました。

その責任感、勇気に、大いに感動を覚えました。ラグビーというスポーツでは、相手が向かって来た時、タックルするのか、逃げ

るのか、タックルしたふりをするのか…常に決断が迫れています。それはまさに人生そのものではないかと思います。私は、どん

な相手（困難や壁）が来ても、ためらうことなくタックル（立ち向かうこと）ができる人間でありたいと心から願う毎日です。 


